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申請書を
持ち寄り、
レビュー
URAのファシリテーションが必須のため、
規模の拡⼤が難しかった
特別研究員と科研費（2回）の応募者を対象に、相互レビューを
含むワークショップを実施
• 申請書B.U.の効率化
• 審査委員の視点を経験する
ことによる気づきを得る
科研費応募者 特別研究員応募者
申請書B.U.
⾮効率的業務の圧迫
応募者の傾向
科研費︓
助成応募経験があり、過去
の採択経験などから、⾃分
なりの書き⽅を持っている
特別研究員︓
初めて応募するため、書き
⽅が分からない、何が評価
されるか把握していない
→ ニーズが異なる
京都⼤学 学術研究⽀援室（KURA）では、申請書ブラッシュアップ（B.U.）を中⼼に
様々な申請⽀援を⾏っている。しかしながらB.U.⽀援数が増加したことで、⽀援の質の低
下や他の業務の圧迫が懸念される状況となっている。また、特別研究員応募者など応募経
験の浅い研究者へのB.U.⽀援は⾮効率的なケースが多いという問題があった。
そこでKURAの⼯学研究科担当チームでは、上記問題の解決を⽬的に⽀援対象者の申請
書相互レビューを⾏うワークショップを実施した。
件数の増加
